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プロジェクト研究

鳥取県の海岸をフィールドとする
ビーチコーミング

指導教員 ： 環境政策学科　加々美 康彦  講師

PROJECT　MEMBER

2006年後期

2007年前期
(環 境 政 策 学 科)  丹藤 奈々代  井出 梨英子  坂爪 兆太    中原 佑輔    牧田 亘平
                    吉船 美生     杉崎 元哉    入江 彩加    植田 裕介    田中　 唯
                    小畑 真由    大仲 佑利佳　

(環 境 政 策 学 科)  石田 拓也    林 紗都子    向井 康宏    屋原 孝彦    加藤 瞳美

(環境デザイン学科)  太田   瞳

　ビーチコーミング（Beachcombing）とは、一般に

は海岸に打ち寄せられた漂着物を収集する遊びの

ことです。愛好家の幅は広く、関連する学会まで存

在します。本プロジェクト研究では、総合的な海洋

学習の一環として、自然公園に指定されている鳥

取の海岸で、実際にビーチコーミングを行っています。

もちろん、ただ漂着物を収集するのではなく、その漂

着物が問いかけること（海洋環境の汚染、沿岸域

生態系の保護、あるべき保護制度など）に耳を澄ま

せ、グループに分か

れて調査、分析を行

った上で、報告会を

行います。

　漂着物は、私たちに色 な々ことを語りかけます。た

とえば、ハングル文字が書かれたライターをひとつ取

り上げてみても､そこには物流の問題（使い捨てライ

ターの産地の変遷など）、漂着ゴミ問題(国境を越え

る廃棄物の法的規制の難しさ)、海流と気象の関係

など、社会科学や自然科学にかかわる様 な々側面の

問題意識へとつながっていきます。学生たちは、グル

ープで協力しながら、知識を総動員して調査、分析

を行います。まだ2年目なので情報の蓄積は乏しいで

すが、将来的には、まとまった資料の作成を目指して

います。

　もちろん、これだけではありません。ビーチコーミン

グの一つの醍醐味は、漂着物を使って「芸術作品」

を創造することにあります。打ち上げられた流木やガ

ラス（ビーチグラスと呼ばれる）などは、波に磨かれて

独特な美しさを醸し出し、これまで多くの芸術家の創

造力をかきたててきました。そこで、学生は漂着物

を利用した「芸術作品」の製作にもチャレンジして

きました（すでに玄人はだしの作品も出てきています）。

●砂丘海岸●浦富海岸●鴨ヶ磯海岸●城原海岸

●熊井浜　●浜村海岸●白兎海岸　●賀露海岸
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これまでにビーチコーミングを実施した海岸

▲浜村海岸にて

 熊井浜のビーチグラスで
 作ったキャンドルスタンド
 (環境政策学科 小畑真由 作)

 浦富海岸で拾った
 松の皮で作った鳶
（環境政策学科 大仲 佑利佳 作）

プロジェクト概要

ビーチコーミングを通して様々な学問・学芸
領域の扉を開けてみよう
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▲熊井浜
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カリキュラムです。


